青明舎　フェイスシート

　　　平成19年　4月　2日　担当：小笠原嘉紀

	入　所　者
	氏　名　　　村田　昭一　　男・女　　　　昭和　２５年　５月　１９日生（５６歳）

	
	〒　  住　所　八戸市南郷区市野沢字黒坂２４　　電話　0178-82-3103

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	脂肪肝、高血圧

	
	発症時期
	昭和６０年頃（３５歳時）
	罹 患 期 間
	約２１年

	
	入院回数
	　　　　　４回
	延べ入院年数
	約１５年

	医療機関
	　青南病院
	外来受診日
	木曜日（週　１回）

	医療区分
	
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	経済状況
	年金
	障害基礎年金２級（6.6万円）の通帳を兄が管理し、毎月5万円を本人に渡し、残りは貯金しているとのこと。

	
	その他
	生活保護（3.5万円）　パートの収入（1.5万円）

	障害程度区分
	非該当

	日中活動の場
	三旺調機（パート雇用）、ナイトケア

	住まいの場
	グループホーム　あおば

	入所年月日
	Ｈ17年　10月　16日
	身長
	163cm
	体重
	　　73　kg

	最終学歴
	南郷中学校
	免許・資格
	なし

	職　歴
	大工
	

	保　護　者
	氏　名　　村田　鉄男　　　　　　様　　　　　　　続柄　　兄　　　（同居　・否）

	登録目的

現在のパートとナイトケアへの通所を継続しながら現在の生活を維持する。

	入院・治療歴

	昭和６０年～詳細不明（約1ヶ月間）　　　　　　入院　　　松平病院

昭和６３年１月６日～昭和６３年５月１２日　　　入院　　　汐入病院

昭和６３年９月２日～平成１０年１６日　　　　　入院　　　青南病院

平成１０年１月２２日～平成１４年１１月２４日　入院　　　青南病院

	生活歴

同胞5名の第３子。中学校卒業後、八戸市内にて大工見習として働き、その後出稼ぎに出て20歳頃より飲酒を継続する。昭和58年8月に出稼ぎから戻ると被害妄想などが出現する。数回出稼ぎにでるがすぐに帰郷する。それからは言動にまとまりなく、自身の行なった事を忘れてしまう。その後、十和田市の兄弟宅へ身を寄せるが、朝から飲酒し被害的なことを言い出した事から松平病院へ入院する。その後、一年半程働くが次第に無為となり、暴行や被害関係妄想があり、汐入病院に入院する。退院後は、何もせず過ごす。その後青南病院に相談し外来通院を行う。昭和63年8月末より断薬し、再び無為な生活となり、昭和63年9月２日青南病院へ入院、作業療法導入後より意欲的な様子が伺える。しかし、病気に関するビデオを見て、病気へ対して悲観的となり、平成10年１月15日に離院し、そのまま戻らず翌日退院となる。本人によると無断離院し自殺を考えた様子だが、同年１月17日に自宅へ戻る。自宅では、服薬を行うが無為な生活であり、家族へ対して負い目を感じ、イライラ・焦燥感が見られる。希死念慮強くなった事から、受診の勧めに本人同意し、同年１月22日青南病院へ任意入院となる。平成14年11月24日に退院し青山荘へ入所。その後順調に社会適応訓練を行い、パート平成17年10月16日にグループホームあおばに入所。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

兄夫婦が主に面倒をみており、月に1回、本人に生活費5万円を渡し、残りは貯金している。義姉は、地元の精神障害者家族会の研修会等にも積極的に参加している。経済面では家族の援助は必要としていない。お盆・お正月は鉄男様（保護者）か十和田市在住の弟（養子になっている）の所に行き、交流を持っているとのこと。長男と三男以外の兄弟とはほとんど交流がないとのこと。


平成　19年　 4月　2日　（月）

	氏　名
	村田　昭一 様
	男・女
	生年月日
	　昭和　　25年　5月19日（56歳）


	長期目標（中期・短期）

	現在のパートとナイトケアへの通所を継続しながら現在の生活を維持する。


	これまでの経過（前回評価日　H　　年　　月　　日）

	月・火・水・木・土の週5日、三旺調機で8：30から11：30までパート　

月曜日～金曜日までナイトケア通所

外来　隔週金曜日

生活状況

現在、グループホームに入居しているが、自室に炊飯ジャー、ポットなどを置き、自室から出ずに生活している事が多い。室内は、掃除機がかけられているが、ふとんが敷いたままになっていることや食べた食器がそのままになっている事がある。食事については、ご飯、味噌汁（インスタント）に納豆、や惣菜などを食べていると話す。また醤油もボトルのまま置かれており、本人に確認すると、塩辛いものを好んで食べると話す。

高血圧症であるが、本人には自覚が薄く、グループホームでの血圧の測定を促しているが、「まあ、いがべ」「なんも大丈夫だ」などと話し、測定していない。高血圧症の薬を処方されるようになってからは、血圧も安定しつつあるとのこと。

パートについて

現在、三旺調機で、ゴミの処理、洗濯、掃除などのパートを継続して行っている。パートについて「疲れて、眠くなるときがあるけど、時間が短いからちょうどいい」と話しており、パートの時間の延長や、違う職場での就労は考えていないとのこと。

ナイトケアでの様子

通所日は月～金であるが、金曜日は疲労の為、休んでいる事が多い。ナイトケアではほぼ同じメンバーで麻雀をして過ごしている。ミーティングなどで発言することはほとんどなく、スタッフに質問されると「なんでもいい」「興味がない」などと答えることが多い。ナイトケアでの食事の際は醤油、ソースなどをかけすぎている事が多く、スタッフがかけすぎないように（高血圧症のため）助言しているが「まあ、いがべ」などと笑って聞き流している。血圧が高値（拡張期100以上）を示した場合も、本人は「まったく自覚症状はない」と話すとのこと。


プラン計画者　氏名：　小笠原嘉紀　　　　　　

	問題点
	介入方法
	支援期間

	高血圧症について
	各関係機関（外来・ナイトケア・青明舎）で情報の共有し本人に高血圧症である自覚を持つことができるようにする。

外来

・血圧の測定・主治医からの助言。

ナイトケア

・プログラム（疾病教室・料理教室）による高血圧症について本人に、自覚を持ってもらうように促す。

・個人面談

世話人

・グループホームでの食事状況の確認、（塩分の摂取も含めて）必要に応じて助言を行う。

・訪問時の血圧の測定を促す。

青明舎

・訪問時、生活状況と服薬状況の確認

・本人の不調時に訪問、状況の確認を行う
	　　 ヶ月

	現在の就労の継続
	困ったこと、相談などがある場合でも、本人から相談

に来る事が殆どないため、本人との関わりを通して、

相談しやすい環境を整える。

ナイトケア

・定期的な個人面談

訪問者による支援（青明舎・世話人）

・就労状況、生活状況の確認

・本人の抱えているストレスなどを抱えている場合には、ストレス発散方法のアドバイスを行う。

　
	     ヶ月




修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室




　　　　　　　　　　　　　　　　和子


　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　鉄男　南郷区在住（62）


【保護者】


　　　　　　　　　　　　　　キヨ（59）静岡在住








　　　　　　　　　　　　　　キヌ（54）静岡在住





　　　　　　　　　　　　　　（養子）十和田市在住
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